
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）ラクトフェリンの歯周病菌由来毒素「ＬＰＳ」に対する効果について 
 
①世界初、遺伝子レベルで解明「歯周病毒素「ＬＰＳ」が、歯周組織へ与えるダメージメカニズム」 
 
本研究では、まず、歯周病菌の生み出す毒素「ＬＰＳ」と、歯肉炎の進行との関係を確認するため、

「ＬＰＳ」添加系と非添加系とで、ヒト歯肉線維芽細胞における、数万におよぶ遺伝子の網羅的比

較解析を、ＤＮＡマイクロアレイ解析により行いました。この結果、「ＬＰＳ」添加系では、「ＭＭ

Ｐ－１」など、細胞の構成要素である「コラーゲン」の「分解」を促進する酵素の遺伝子の発現量

が増え、逆に「プロリン水酸化酵素」など、コラーゲンの「合成」を促進する酵素の遺伝子の発現

量が減ることがわかりました。これは、「ＬＰＳ」が、ヒト歯肉線維芽細胞でのコラーゲンの合成を

抑制し、分解を亢進することで、歯周組織のコラーゲン量を減少させ、組織の破壊に導くことを示

しており、「ＬＰＳ」の生体への新たなダメージメカニズムが解明されました。  
 
②ラクトフェリンの、歯周病菌の出す毒素「ＬＰＳ」に対する不活性化効果を発見 
 
次に、「ＬＰＳ」を解毒する物質の探索を行なったところ、牛乳・母乳などに含まれるタンパク質で

ある「ラクトフェリン」が「ＬＰＳ」でダメージを受けたヒト歯肉線維芽細胞の「ＭＭＰ－１」量

と「Ⅰ型コラーゲン量」を正常レベルに改善することが明らかになり、「ラクトフェリン」が「ＬＰ

Ｓ」解毒能力を有することが明らかになりました。 
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